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第 30  号

令和６年度　緑友会賞一覧
博士後期課程

博士前期課程

専　　攻

バイオサイエンス
専攻 吉久　采花 イネNB-LRR型受容体Xa1が誘導する白葉枯病抵

抗性経路の分子基盤

農業生産科学
専攻

水産学専攻

応用生命化学
専攻

環境管理学専攻

バイオサイエンス
専攻

西川　　拓 メロンにおけるToLCNDV抵抗性遺伝子のファイン
マッピング

田原ほの花 大学・地域連携の一方策としてのCSA（Community
Supported Agriculture）の有効性の検証と実践

丹原　弥空 田辺湾養殖漁場における海洋細菌による溶存有機
物の無機化

三木　慎也 長期モニタリングによって明らかとなった高知県浦
ノ内湾に生息する希少魚アカメの行動生態

伊藤　　稜 昆虫のニコチン性アセチルコリン受容体に対するネ
オニコチノイドの選択的作用の分子機構

北詰　花菜 α-イソプロピルリンゴ酸合成酵素を制御するアロス
テリック情報伝達機構の解明

長谷川正明 Diels-Alder反応を用いた多環性キノン類の効率的
合成法の開発と抗菌活性評価

村瀬　駿弥 相対照度と色がマイマイガの産卵選択に及ぼす影響

奥田　覚子 脂肪酸分析を用いた淡水二枚貝イシガイ科の同化
餌資源の評価

吉本　光希 イネいもち病菌                              由来新規GH18
キチナーゼMoChia1の基質認識機構に関する研究

Magnaporthe oryzae

山口　和宣 新規コネクターRcsGが形成する糖取り込み系-二成
分制御系ネットワークとその生理学的意義

環境管理学専攻 八嶋　勇気 日本産ドジョウ属2種間に成立する生殖隔離機構に
関する研究

氏　　　名 博 士 学 位 論 文 題 目
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農
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が
平
成
元

年
に
奈
良
に
移
転
し
て
か
ら
30
年

余
が
経
ち
、
東
大
阪
で
の
年
数
よ

り
も
長
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間

に
、
元
号
も
平
成
か
ら
令
和
と
な

り
、
時
の
流
れ
を
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
農
学
部
の
奈
良
移
転
の
数

年
後
、
農
学
部
同
窓
会
と
し
て
の

緑
友
会
が
再
始
動
と
な
り
、
同
時

に
卒
業
生
に
今
の
農
学
部
を
伝
え

る
会
報
と
し
て
緑
友
会
会
報
の
発

刊
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
今

回
で
30
号
と
な
り
ま
し
た
。
昨
今

の
電
子
化
の
流
れ
か
ら
、
今
後
の

会
報
の
電
子
配
信
の
拡
大
も
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
最
近
の
電

子
化
な
ら
び
に
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

関
連
話
題
は
、
電
子
メ
ー
ル
や
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
社
会
的
依
存
度

が
低
か
っ
た
頃
の
そ
れ
ら
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
10
年
後
、
Ａ

Ｉ
を
う
ま
く
活
用
し
て
世
の
中
が

便
利
に
な
っ
て
い
る
の
か
危
機
的

状
況
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
便
利

な
未
来
に
舵
取
り
が
出
来
て
い
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
な
か

で
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
適
応
性
の
高

い
若
者
の
Ａ
Ｉ
利
用
は
、
人
物
評

価
を
一
変
さ
せ
る
可
能
性
も
秘
め

て
い
ま
す
。
大
学
の
レ
ポ
ー
ト
な

ど
は
生
成
Ａ
Ｉ
で
う
ま
く
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
、
も
は
や
人
物
評

価
に
使
え
ず
、
就
活
の
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
な
ど
も
早
々
に
使
え
な

く
な
り
そ
う
で
す
。
そ
の
様
な
時

代
に
必
要
と
な
る
の
は
、
古
く
さ

い
対
面
で
の
や
り
と
り
か
と
思
い

ま
す
。
昭
和
世
代
の
卒
業
生
の
方

々
も
ど
う
か
後
輩
と
の
古
く
さ
い

対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
機
会
を
持
っ
て
頂
き
、
こ
の
先

の
明
る
い
未
来
に
繋
げ
ら
れ
た
ら

と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
緑
友
会

活
動
へ
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

緑
友
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
か
ら
本
学
の
教
育

研
究
及
び
同
窓
会
活
動
に
多
大
な

ご
援
助
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
い
よ
い
よ
本
学

の
開
校
100
周
年
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
９
月
に
は
現
在
大
阪
の
夢
洲

で
開
催
中
で
あ
る
「
２
０
２
５
年

大
阪
・
関
西
万
博
」
の
会
場
に
て

記
念
行
事
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

農
学
部
か
ら
も
複
数
の
展
示
ブ
ー

ス
の
出
展
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
本
学
の
100
周
年
記
念
の
年

と
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
年
が
一

致
し
た
こ
と
も
、
「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う

万
博
の
標
語
が
、
農
学
部
の
学
問

領
域
と
も
大
い
に
重
な
る
こ
と

も
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。

　

農
学
部
緑
友
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
よ
り
緑
友
会
の
皆
様
か

ら
賜
っ
て
お
り
ま
す
温
か
い
ご
支

援
、
な
ら
び
に
年
度
末
に
は
大
学

院
生
へ
の
緑
友
会
賞
の
授
与
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
受

賞
は
学
生
に
と
っ
て
大
き
な
励
み

と
な
り
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
糧
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
農
学
研
究
科
に
は

博
士
前
期
課
程
２
１
１
名
、
博
士

後
期
課
程
16
名
が
在
籍
し
て
お
り

ま
す
。
本
年
度
も
在
籍
者
数
は
増

加
し
て
お
り
ま
す
が
、
博
士
後
期

課
程
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て

定
員
に
は
達
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

博
士
後
期
課
程
学
生
に
つ
い
て

は
、
全
学
お
よ
び
農
学
研
究
科

独
自
の
減
免
枠
に
よ
り
、
該
当

す
る
８
名
全
員
に
対
し
て
学
業
減

免
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
事
業
に
採
択
さ

れ
、
農
学
研
究
科
か
ら
は
４
名
の

学
生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら

に
は
、
一
人
あ
た
り
年
間
２
０
４

万
円
の
生
活
費
に
加
え
、
50
万
円

の
研
究
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本

学
術
振
興
会
の
特
別
研
究
員
に
も

複
数
名
が
採
択
さ
れ
、
後
輩
た
ち

に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
学
で
採
択
さ
れ
た
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
知
恵
の
輪
」
を
活
用

し
、
特
別
研
究
員
の
採
択
率
向
上

を
目
指
し
て
、
教
員
に
よ
る
ピ
ア

レ
ビ
ュ
ー
制
度
の
立
ち
上
げ
を
行

い
ま
し
た
。
多
く
の
教
員
の
皆
様

に
多
大
な
お
時
間
を
割
い
て
い
た

だ
き
、
的
確
で
温
か
い
コ
メ
ン
ト

を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
「
知
恵
」
は
、
農
学
研
究
科
の

か
け
が
え
の
な
い
財
産
に
な
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

私
が
研
究
科
長
を
拝
命
し
た

際
、
前
学
部
長
よ
り
「
大
学
院
は

大
学
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
」
と
の

お
言
葉
を
頂
戴
し
、
そ
の
言
葉
が

今
も
私
の
原
動
力
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
学
生
た
ち
が
思
う
存
分
、

安
全
に
研
究
に
取
り
組
め
る
よ
う

な
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
道
具
を
整
備
す

る
こ
と
が
、
私
た
ち
教
職
員
の
使

命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
流
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
育
つ
た
め

の
土
壌
は
、
確
実
に
整
い
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
本
学
が
100
周
年
と
い

う
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
こ
ら
れ
た

の
も
、
卒
業
生
は
じ
め
多
く
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
の
お
陰

で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が

社
会
で
活
躍
し
、
社
会
が
本
学
の

卒
業
生
や
研
究
成
果
を
必
要
と
す

る
、
そ
の
よ
う
な
良
好
な
関
係
性

が
絶
え
間
な
く
１
年
ご
と
に
繰
り

返
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
こ
の
100

年
の
歴
史
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

特
に
、
こ
こ
最
近
の
本
学
の
躍
進

は
皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
勢
い
を
維
持
し
な
が

ら
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し
、
次

の
100
年
の
発
展
へ
と
繋
げ
る
た
め

に
も
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
暖
か

い
ご
支
援
・
ご
協
力
が
必
要
で

す
。
大
学
に
と
っ
て
、
卒
業
生

の
皆
さ
ま
は
何
者
に
も
代
え
が
た

い
財
産
で
す
。
引
き
続
き
の
ご
支

援
・
ご
協
力
、
ご
指
導
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
学
部
緑
友
会
の
皆
様
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
日
頃

か
ら
本
学
の
教
育
研
究
活
動
等
に

多
大
な
る
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
畿
大
学
に
お
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
創
立
100
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
皆
様
の
お
陰
だ
と
心
よ
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
次
の
100

年
に
も
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
私

立
大
学
と
し
て
「
建
学
の
精
神
」

と
「
教
育
の
目
的
」
に
基
づ
い
た

独
自
性
の
高
い
特
色
あ
る
教
育
・

研
究
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

「
常
に
革
新
的
で
あ
る
」
、
「
社

会
の
役
に
立
つ
」
、
「
期
待
さ
れ

応
援
さ
れ
る
」
を
行
動
指
針
と

し
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
選

ば
れ
る
教
育
機
関
で
あ
り
続
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
学
部
及
び
奈
良
キ
ャ
ン
パ
ス

の
近
況
に
つ
い
て
、
昨
年
度
の
改

革
実
績
を
述
べ
ま
す
。
制
度
面
で

は
、
大
学
院
農
学
研
究
科
長
賞
の

創
設
、
大
学
院
農
学
研
究
科
へ
進

学
す
る
４
年
生
へ
の
学
会
旅
費
等

の
補
助
、
２
年
生
に
も
在
学
中
の

　

今
後
と
も
農
学
研
究
科
が
人
材

育
成
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
教
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
緑
友
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特
待
生
制
度
の
適
用
拡
大
を
行
い

ま
し
た
。
施
設
設
備
面
で
は
、
食

堂
棟
の
改
修
、
調
整
池
Ａ
（
体
育

館
横
）
の
浚
渫
・
補
修
、
新
教
室

棟
の
Ａ
Ｖ
設
備
の
更
新
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
な
お
、
食
堂
名
を
学

生
か
ら
募
集
し
、
１
７
７
件
も
の

応
募
が
あ
り
厳
正
な
る
選
考
の
結

果
、
「
も
り
も
り
食
堂
」
と
改
名

い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
テ

ー
マ
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
」
に
は
、
本
学
農
学
部

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
不
可

欠
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
環
境
を

整
備
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
農
学
部
緑
友
会
の
益

々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

緑
友
会
会
報
も
30
号
と

な
り
ま
し
た

緑
友
会
会
長

森
　
本
　
正
　
則

100
周
年
記
念
の
年
を
迎
え
て

農
学
部
長

森
　
山
　
達
　
哉

農
学
研
究
科
の
近
況

大
学
院
農
学
研
究
科
長

細
　
川
　
宗
　
孝

農
学
部
の
近
況

奈
良
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
セ
ン
タ
ー
長

植
　
田
　
昌
　
伸

緑友会へのメールアドレスの登録を
お願いいたします

近畿大学では、デジタル化の推進を進めています。
将来的には、緑友会会報を紙媒体から電子配信へ
と移行する予定です。今後とも緑友会とのつながり
を大切にしていただくため、メールアドレスの登録
にご協力いただけますようお願い申し上げます。

       【メールアドレスの登録はこちら】

  https://forms.gle/Ht1F2PxSVAPhGHuy5

  会報発送封筒お名前の下に記載の卒業学部
  研究室（漢字２文字）、卒業年度（和暦数字）
  の入力をお願いいたします。
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農
業
生
産
科
学
科

学
科
の
近
況

学
科
長神

崎
　
真
哉

応
用
生
命
化
学
科

学
科
長上

垣
　
浩
一

水
産
学
科学

科
長福

田
　
隆
志

学科研究室・教員
農業生産科学科
●作物学
●育種学
●園芸植物学

●植物感染制御工学
●昆虫学
●農業経営経済学
●花卉園芸学

（飯嶋 盛雄・山根 浩二・廣岡 義博）
（種坂 英次・築山 拓司）
（神崎 真哉・小枝 壮太）

（松田 克礼・野々村 照雄）
（香取 郁夫・米谷 衣代）
（大石 卓史・増田 忠義）
（細川 宗孝・山崎 彬）

●応用微生物学
●食品微生物工学
●応用細胞生物学

●生物制御化学
●生命資源化学
●森林生物化学
●学科共通

（上垣 浩一・倉田 淳志）
（白坂 憲章・福田 泰久）
（森山 達哉・財満 信宏）

（松田 一彦・森本 正則・伊原 誠）
（飯田 彰・澤邊 昭義・山下 光明）
（板倉 修司・梅澤 究）
（吉岡 佐知子）

●植物分子生理学
●植物分子遺伝学
●動物発生工学

●生体分子化学
●動物分子遺伝学
●分子生物学
●生物有機化学

（田茂井 政宏・佐古 香織）
（川﨑 努・山口 公志）
（加藤 容子・岡村 大治・谷 哲弥）

（大沼 貴之・武田 徹）
（佐渡 敬・西原 秀典）
（篠原 美紀・加藤 明宣・松嵜 健一郎）
（北山 隆）

●栄養教育学
●臨床栄養学
●病態栄養学

●公衆栄養学
●給食経営管理学
●生体機能学
●栄養機能学
●食品化学

（小川 直子・明神 千穂）
（木戸 慎介）
（伊藤 龍生）

（森島 真幸）
（冨田 圭子）
（佐久間 圭一朗）
（増田 誠司・竹森 久美子）
（近藤 高史）

●水産増殖学
●水産生物学
●水族環境学

●漁業生産システム
●水産利用学
●海棲哺乳類学

（澤田 好史・石橋 泰典・亀甲 武志）
（小林 徹・小林 靖尚・渡邊 俊・村上 悠・竹内 綾）
（永田 恵里奈・谷口 亮人）

（光永 靖・鳥澤 眞介）
（安藤 正史・福田 隆志・田中 照佳）
（酒井 麻衣）

●水圏生態学
●生態系保全
●環境化学

●森林資源学
●国際開発・環境学
●環境政策学

（北川 忠生・河内 香織・宮崎 佑介）
（早坂 大亮・澤畠 拓夫・ジン タナンゴナン）
（城島 透・清水 哲）

（正木 隆・井上 昭夫）
（松野 裕・木村 匡臣）
（鶴田 格・前潟 光弘）

応用生命化学科

食品栄養学科

環境管理学科

生物機能科学科

教養・教育基礎部門

下線：新任

水 産 学 科

食
品
栄
養
学
科

学
科
長近

藤
　
高
史

環
境
管
理
学
科

学
科
長城

島
　
　
透

生
物
機
能
科
学
科

学
科
長佐

渡
　
　
敬

　

当
学
科
で
は
、
４
月
に
新
入
生

１
３
０
名
を
迎
え
、
新
学
期
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
前
年
か
ら
教

員
メ
ン
バ
ー
に
変
更
は
な
く
、
研

究
室
の
体
制
も
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
農
業
生
産
科

学
科
で
は
、
「
作
る
・
儲
け
る
・

知
る
・
尖
る
」
と
い
う
４
本
柱
を

掲
げ
て
教
育
・
研
究
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
４
本
柱

の
設
定
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
、

「
農
」
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
は
大

き
く
動
い
て
い
ま
す
。
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
て
学
科
の
新
た
な
基

軸
を
打
ち
出
す
べ
く
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
こ

こ
数
年
、
大
学
院
へ
の
進
学
者
数

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
各
分
野
に

お
け
る
研
究
活
動
は
ま
す
ま
す
活

発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
支
援
・

　

当
学
科
で
は
、
令
和
７
年
度

４
月
よ
り
１
２
９
名
の
新
入
生
が

入
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に

水
産
生
物
学
研
究
室
に
村
上
悠
講

師
を
迎
え
、
さ
ら
に
３
名
の
先
生

が
准
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
長
年
研
究
、
教
育
お
よ
び

学
部
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た

江
口
充
副
学
長
が
３
月
末
で
農
学

部
を
ご
退
官
さ
れ
ま
し
た
。
水
産

学
科
の
現
体
制
は
全
６
研
究
室
と

な
り
、
研
究
室
ご
と
に
教
育
研
究

活
動
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
様
々

な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
研
究
活
動
を

特
徴
と
す
る
水
産
学
科
は
、
教
員

と
学
生
た
ち
が
協
力
し
て
日
夜
研

究
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
卒
業

生
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
支

援
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　

　

当
学
科
で
は
、
桜
が
満
開
の
も

と
１
１
７
名
の
新
入
生
を
迎
え
、

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、

卒
業
式
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
形
式

で
行
い
ま
し
た
。
卒
業
生
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
い
ま

す
。
学
科
の
近
況
で
す
が
昨
年
に

続
き
30
名
近
く
が
大
学
院
に
進
学

し
ま
し
た
。
各
教
員
の
優
れ
た
研

究
指
導
の
お
か
げ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
秋
に
は
森
本
正
則
先
生
が
サ

バ
テ
ィ
カ
ル
休
暇
（
ス
ペ
イ
ン
留

学
中
）
か
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
生
命
資
源
化
学
研

究
室
の
澤
邊
昭
義
先
生
と
生
物
制

御
化
学
研
究
室
の
伊
原
誠
先
生
が

教
授
に
昇
任
さ
れ
、
教
育
と
研
究

に
一
層
励
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

今
ま
で
通
り
６
つ
の
研
究
室
で
研

究
・
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
緑
友
会
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

当
学
科
で
は
、
今
春
に
新
入
生

96
名
お
よ
び
楢
﨑
惠
巳
契
約
助
手

を
新
た
に
お
迎
え
し
ま
し
た
。
一

方
、
３
月
末
で
尾
島
朋
子
契
約
助

手
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
２

日
に
行
わ
れ
た
第
39
回
管
理
栄
養

士
国
家
試
験
で
は
、
新
卒
業
生
79

名
が
受
験
し
66
名
が
合
格
し
ま
し

た
（
合
格
率
83
・
５
％
）
。
こ
の

値
は
、
全
国
平
均
（
新
卒
）
の
合

格
率
80
・
１
％
よ
り
も
３
・
４
％

高
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
９
月

に
は
、
厚
生
局
に
よ
る
管
理
栄
養

士
養
成
課
程
の
指
導
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
概
ね
10
年
ご
と
に
行

わ
れ
る
立
ち
入
り
調
査
で
あ
り
、

事
務
と
一
緒
に
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
教
員
一
丸

と
な
っ
て
教
育
・
研
究
に
邁
進
し

社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
し

ま
す
。
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

当
学
科
で
は
、
こ
の
春
、
例
年

よ
り
も
多
い
１
４
９
名
の
新
入
生

を
迎
え
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
教
員
人
事
で
は
、
令

和
６
年
度
末
に
退
職
さ
れ
た
松
本

光
朗
先
生
の
後
任
と
し
て
、
正
木

隆
先
生
（
森
林
資
源
学
研
究
室
）

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
正
木
先
生

は
、
森
林
生
態
系
を
支
え
る
多
様

な
生
物
の
研
究
を
通
じ
て
、
持
続

可
能
な
森
林
管
理
の
在
り
方
を
研

究
さ
れ
て
お
り
、
当
学
科
に
お
け

る
森
林
学
分
野
の
更
な
る
発
展
に

貢
献
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
令
和
７
年
３
月
に
は

卒
業
生
の
皆
様
に
も
お
馴
染
み
の

近
大
里
山
ビ
オ
ト
ー
プ
が
、
環
境

省
の「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」に
認
定

さ
れ
る
な
ど
、
環
境
保
全
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様

に
は
、こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援・ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
学
科
で
は
、
私
が
学
科
長
と

し
て
初
め
て
か
か
わ
っ
た
入
試
の

結
果
、
例
年
よ
り
少
し
多
い
１
３

８
名
を
令
和
７
年
度
の
新
入
生
と

し
て
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
７
研
究

室
15
名
の
教
員
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
バッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
教
員
が
生
物

の
個
体
、お
よ
び
細
胞
に
備
わ
る
様

々
な
機
能
に
独
自
の
発
想
で
着
目

し
、分
子
機
構
解
明
に
向
け
た
基
礎

研
究
と
そ
の
成
果
を
社
会
実
装
に

つ
な
げ
る
た
め
の
研
究
を
学
生
た

ち
の
力
を
借
り
な
が
ら
続
け
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
研
究
成
果
の
一

部
は
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
も
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、農
学
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
教
員
一
同
本
学

科
の
発
展
の
た
め
、さ
ら
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木村 正則・赤羽 仁志・西垣 佐理・シェリダン ロバート ジョーン
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新
任
の
挨
拶

退
任
の
挨
拶

　

令
和
７
年
４
月
１
日
付
で
水
産

学
科
水
産
生
物
学
研
究
室
に
講
師

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
村
上

悠
と
申
し
ま
す
。
前
職
で
は
京
都

大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
応
用
生

物
科
学
専
攻
ゲ
ノ
ム
編
集
育
種
講

座
に
て
、
魚
類
の
遺
伝
的
改
良
に

関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
専
門
は
水
産
遺
伝
学

で
あ
り
、
魚
類
や
水
産
生
物
に
お

け
る
育
種
・
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の

応
用
に
関
す
る
研
究
に
注
力
し
て

い
ま
す
。
私
は
２
０
２
０
年
４
月

か
ら
２
０
２
２
年
12
月
ま
で
の

間
、
本
学
に
研
究
員
と
し
て
在
籍

し
た
経
験
が
あ
り
、
こ
の
た
び
再

び
本
学
の
一
員
と
し
て
教
育
・
研

究
に
携
わ
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
学
は

「
近
大
マ
グ
ロ
」
に
象
徴
さ
れ
る

水
産
分
野
の
成
果
で
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

さ
ら
に
高
め
る
一
助
と
な
れ
る
よ

う
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
学

び
、
成
長
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

学
生
の
頃
か
ら
塾
講
師
と
し
て

教
育
に
携
わ
る
仕
事
に
大
き
な
責

任
を
感
じ
る
一
方
で
、
大
き
な
や

り
が
い
と
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る

喜
び
を
感
じ
て
お
り
、
助
手
と
し

て
大
学
生
と
い
う
貴
重
な
時
期
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
管
理

栄
養
士
を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん

が
楽
し
く
有
意
義
な
学
生
生
活
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
精

い
っ
ぱ
い
勤
め
る
所
存
で
す
。
教

育
者
・
社
会
人
と
し
て
も
未
熟
で

至
ら
な
い
点
が
多
く
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
環
境
管
理

学
科
森
林
資
源
学
研
究
室
に
教

授
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た

正
木
隆
と
申
し
ま
す
。
前
職
で

は
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研

究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究

所
に
て
、
生
物
多
様
性
や
生
態

学
・
造
林
学
関
係
の
研
究
を
統

括
す
る
と
と
も
に
、
研
究
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ

関
係
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
携

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
さ
て
、

着
任
か
ら
２
ヶ
月
が
経
過
す
る

中
、
１
年
生
の
皆
様
へ
の
講
義

や
２
年
生
以
上
の
皆
様
の
実
験

や
演
習
な
ど
に
携
わ
っ
て
参
り

ま
し
た
が
、
学
生
の
皆
様
の
姿

勢
や
態
度
が
と
て
も
印
象
的
で

す
。
生
物
多
様
性
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
、
裏
山
で
の
調
査
の

際
の
軽
や
か
な
身
の
こ
な
し
・

・
・
さ
す
が
環
境
管
理
学
科
を

選
ん
で
来
ら
れ
た
皆
様
だ
と
感

心
す
る
ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な

将
来
の
あ
る
学
生
の
皆
様
の
学

び
を
最
大
限
支
援
で
き
ま
す
よ

う
、
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
３
月
15
日
。
最
終
講

義
を
終
え
、
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
に

は
90
名
を
超
え
る
教
え
子
が
集
ま

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
白
髪
や
頭
髪

が
寂
し
く
な
っ
て
い
る
教
え
子
に

会
う
と
、
改
め
て
40
年
と
い
う
歳

月
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

昭
和
の
終
わ
り
。
東
大
阪
で
学

生
と
ジ
ム
で
汗
を
流
し
、
長
瀬
で

飲
み
、
近
大
節
を
歌
い
ま
し
た

（
無
論
、
教
育
研
究
も
頑
張
り
ま

し
た
）
。
平
成
に
入
り
奈
良
へ
移

転
。
平
成
の
中
頃
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｅ
や

Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
い
っ
た
文
科
省
の
大

型
資
金
も
獲
得
で
き
、
留
学
生
や

ポ
ス
ド
ク
も
多
く
受
け
入
れ
、
院

生
も
増
え
、
教
育
・
研
究
共
に
充

実
し
た
時
期
で
し
た
。
農
学
部
ラ

グ
ビ
ー
部
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
部
等

の
部
長
も
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

令
和
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
農
学

部
長
・
副
学
長
と
し
て
、
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
苦

労
を
し
ま
し
た
。
た
だ
、
皆
さ
ま

の
支
え
も
あ
り
、
私
自
身
、
人
と

し
て
成
長
で
き
た
時
期
で
も
あ
り

　

令
和
７
年
度
よ
り
食
品
栄
養
学

科
の
助
手
と
し
て
着
任
い
た
し
ま

し
た
楢
﨑
惠
巳
と
申
し
ま
す
。
私

は
、
昨
年
度
３
月
に
農
学
部
食
品

栄
養
学
科
を
卒
業
い
た
し
ま
し

た
。
在
学
中
は
、
食
品
化
学
研
究

室
に
在
籍
し
卒
業
研
究
で
は
う
ま

味
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
に
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝

え
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
管
理
栄

養
士
に
加
え
、
栄
養
教
諭
の
資
格

も
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

　

７
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

私
が
近
畿
大
学
に
赴
任
し
た

時
、
関
西
、
西
日
本
に
お
い
て
森

林
を
系
統
立
っ
て
学
べ
る
私
立
大

学
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

に
森
林
資
源
学
研
究
室
を
創
設
す

る
と
、
森
林
を
学
び
た
い
学
生

が
各
地
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
学
ぶ
ほ
ど
森
林
や
自
然
を
守

る
職
業
に
就
き
た
い
学
生
が
増

え
、
林
野
庁
や
地
方
自
治
体
の
公

務
員
を
目
指
す
ゼ
ミ
を
始
め
ま
し

た
。
今
で
は
研
究
室
の
半
数
が
、

国
や
都
府
県
の
森
林
・
林
業
職
に

就
い
て
い
ま
す
。

　

５
月
の
連
休
明
け
、
私
の
退
職

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
遠
く
関
東
や
九
州

か
ら
の
参
加
者
も
含
め
、
半
数
近

ま
す
。

　

今
後
は
副
学
長
と
し
て
、
も
う

少
し
近
畿
大
学
に
関
わ
り
ま
す

が
、
農
学
部
は
卒
業
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
お

り
ま
す
。

　

緑
友
会
の
皆
様
に
は
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
４
月
よ
り
食
品

栄
養
学
科
の
契
約
助
手
と
し
て

着
任
し
、
２
０
２
５
年
の
３
月

末
を
も
ち
ま
し
て
退
職
い
た
し

ま
し
た
。
社
会
人
に
な
り
た
て

の
未
熟
者
な
私
を
、
在
職
期
間

中
、
農
学
部
の
教
職
員
の
皆
様

に
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

温
か
く
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

学
生
時
代
を
含
め
農
学
部
で

過
ご
し
た
９
年
間
は
、
充
実
し

た
も
の
で
し
た
。
卒
業
生
と
し

て
、
職
員
と
し
て
、
在
学
生
の

皆
さ
ん
が
授
業
で
少
し
で
も
多

く
の
こ
と
を
吸
収
で
き
る
よ
う

に
、
笑
顔
で
学
生
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け

な
が
ら
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

研
究
活
動
で
は
、
専
門
性
を
高

め
な
が
ら
多
く
の
経
験
を
積
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
農
学
部
の
先
生
方
の
仕
事
や

研
究
に
対
す
る
お
考
え
等
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
近

畿
大
学
農
学
部
な
ら
び
に
緑
友

会
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

い
卒
業
生
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
社
会
人
と
し
て
逞
し
く
育
っ

た
彼
ら
・
彼
女
ら
を
見
な
が
ら
、

背
中
を
押
す
役
割
が
で
き
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。
キ
ャ
リ

ア
の
最
後
に
、
大
学
教
員
と
い
う

未
来
に
繋
が
る
職
業
を
選
ん
で
良

か
っ
た
。
そ
の
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
近
畿
大
学
、
農
学
部
、

環
境
管
理
学
科
、
関
係
者
の
皆
様

に
は
、
心
よ
り
感
謝
す
る
次
第
で

す
。

講
師

水
産
学
科
　
水
産
生
物
学
研
究
室

村
上
　
　
悠

助
手

農
学
部
食
品
栄
養
学
科楢

﨑
　
惠
巳

教
授

環
境
管
理
学
科

正
木
　
　
隆

前
教
授

水
産
学
科

江
口
　
　
充

前
教
授

環
境
管
理
学
科
森
林
資
源
学

松
本
　
光
朗

前
契
約
助
手

食
品
栄
養
学
科

尾
島
　
朋
子

緑友会へのご寄付のお願い緑友会会報原稿募集のお願い
　このたび緑友会は、会報発行をはじめ卒業生名簿の管理、緑友会賞の授与、現役学
生の親睦レクレーション開催協力などの緑友会活動のさらなる活動充実の為の原資と
して卒業生のみなさまにご寄付をお願いする次第です。経済状況が厳しい折に誠に恐
縮でございますが、緑友会の現状をご理解頂き、格別のご支援を賜りますようにお願
い申し上げます。
なお寄付金は一口5,000円とさせて頂き、お一人様の上限はございません。お振り込

みの際には、氏名、卒業年度を合わせてお知らせ頂きますようお願い申し上げます。
（お手数ですが、お振り込み後にお電話またはメールで、ご住所、お名前、卒業年度
をお知らせ頂ければ幸いです）
〇振込口座〇　三菱UFJ銀行 富雄出張所 普通 3574857  近畿大学農学部 緑友会
〇連 絡 先〇　近畿大学農学部 緑友会事務局　 電話 0742-43-7273（内線2030）
　　　　　　　電子メール　ryokujimu@nara.kindai.ac.jp
寄付者芳名一覧（2024年度ご寄付分）
　・李  忠儒様（校友会 食品支部 相談役）
今後も会員相互の親睦を深め母校の発展に寄与して参りたいと考えております。どう

かご支援賜りますようお願い申し上げます。

連絡先：近畿大学農学部  緑友会事務局
　　　　〒631-8505 奈良市中町3327-204
　　　　電話 0742-43-7273（内線2030）
　　　　メールアドレス ryokujim@nara.kindai.ac.jp
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私
が
農
業
生
産
科
学
科
に
進
学

し
た
理
由
は
幼
い
頃
か
ら
好
き
な

野
菜
や
果
物
の
こ
と
を
詳
し
く
知

り
、
自
分
自
身
が
農
業
に
携
わ
り

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
も
と

も
と
農
業
や
野
菜
な
ど
を
育
て
る

こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
中
学
生
の
頃
、
授

業
の
中
で
日
本
の
農
業
が
衰
退
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
そ
れ
を
知
っ
た
と
き
に
私
は

日
本
の
農
業
を
支
え
る
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
本
学
で
は
、
農
学
の
基
礎
知
識

か
ら
実
践
的
な
方
法
ま
で
学
び
た

い
で
す
。
ま
た
本
学
に
入
学
し

て
、
数
多
く
の
学
問
や
分
野
が
農

業
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
私
は
ど
の
分
野
で
日
本
の

農
業
を
支
え
て
い
く
べ
き
か
を
考

た
養
殖
方
法
に
つ
い
て
学
び
た

い
で
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
ウ

ナ
ギ
の
価
格
高
騰
や
絶
滅
危
惧

種
問
題
に
対
処
し
、
持
続
可
能

な
食
文
化
を
支
え
る
一
助
と
な

れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま

た
、
近
畿
大
学
で
の
研
究
を
通

じ
て
、
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と

出
会
い
、
情
報
交
換
や
共
同
研

究
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
広
い

視
野
を
持
て
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、

自
分
の
養
殖
場
を
持
ち
、
地
域

の
食
文
化
に
貢
献
し
な
が
ら
、

ウ
ナ
ギ
の
養
殖
業
を
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
近
畿
大
学
で
の
学
び
が
、

私
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
大

き
な
一
歩
に
な
る
と
信
じ
て
、

学
業
に
励
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
現
時
点
で
は
私
の
夢
は
日
本

の
農
業
を
支
え
る
人
に
な
り
た
い

と
い
う
ぼ
ん
や
り
と
し
た
具
体
的

で
は
な
い
も
の
で
す
が
、
こ
こ
で

の
４
年
間
の
学
び
や
実
習
、
研
究

を
経
て
、
明
確
で
具
体
的
な
夢
や

目
標
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。

　

私
は
昆
虫
や
生
き
物
が
好
き
で

す
。
自
宅
周
辺
に
は
田
や
森
林
が

点
在
し
、
幼
少
期
か
ら
虫
は
友
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
悲
し
い
こ
と

に
世
の
中
虫
嫌
い
の
人
が
多
い
の

で
す
。
私
は
昆
虫
が
少
し
で
も
人

々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、

大
学
で
は
嫌
わ
れ
者
の
害
虫
を
益

虫
と
呼
ば
れ
る
存
在
に
変
え
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
研
究
し
た
い
と

な
と
こ
ろ
で
す
が
、
日
々
楽
し
み

が
見
つ
か
る
よ
う
な
世
の
中
を
築

く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
本

学
科
で
学
び
、
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
病
の
新
た

な
治
療
法
の
開
発
に
携
わ
る
人

材
に
な
る
こ
と
で
す
。
高
校
時

代
に
希
少
疾
患
を
患
う
方
た
ち

に
つ
い
て
の
特
集
を
見
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
特
集
の

中
で
患
者
の
方
々
が
使
用
し
て

い
る
薬
の
説
明
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
薬
は
治
療
薬
で
は

な
く
病
気
か
ら
く
る
血
圧
上
昇

や
手
の
震
え
な
ど
の
症
状
を
抑

え
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
特
集
を
見
て
現
在
患
っ

て
い
る
病
気
の
根
本
的
治
療
法

が
な
く
、
学
校
や
仕
事
な
ど
日

常
的
な
生
活
に
支
障
を
き
た
し

悩
ん
で
い
る
方
が
い
る
こ
と
を

知
り
、
そ
の
よ
う
な
ひ
と
が
少

し
で
も
少
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
、

ま
た
病
の
治
療
法
の
解
明
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
る
人
物
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

本
学
で
学
び
た
い
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
特
に
体

内
で
お
こ
る
免
疫
や
菌
の
働
き
、

細
胞
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
、
人

の
身
体
に
関
連
の
あ
る
分
野
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ど
の
よ
う
な
病
に
携

わ
り
た
い
の
か
、
ま
た
基
礎
研

究
し
た
い
の
か
、
新
薬
の
開
発

に
携
わ
り
た
い
の
か
な
ど
具
体

的
に
考
え
て
い
く
た
め
の
知
識

が
足
り
な
い
た
め
、
本
学
の
四

年
間
の
講
義
や
実
技
を
通
じ
て

「
私
の
夢
」
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
後
悔
を
す
る

こ
と
が
な
い
大
学
生
活
を
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
で
す
。
社
会
に
と
っ
て
で
は
な

く
、
世
界
と
し
て
で
す
。

　

昔
か
ら
哲
学
に
強
い
関
心
が
あ

っ
た
私
は
大
学
に
行
く
こ
と
す
ら

も
迷
い
を
感
じ
て
い
た
の
で
す

が
、
本
学
科
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
見
る
機
会
が
あ
り
、
感
じ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
最
先
端

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
よ
り
は

む
し
ろ
実
環
境
に
お
け
る
人
々
と

生
物
の
関
わ
り
合
い
に
興
味
が
あ

り
、
本
学
科
で
里
山
を
中
心
と
し

た
人
々
と
多
様
な
生
物
と
の
共
生

関
係
を
、
様
々
な
角
度
か
ら
学
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
ま

だ
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
正
直

私
の
夢農

業
生
産
科
学
科

相
樂
　
　
眞

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
ウ
ナ
ギ
の

養
殖
を
行
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
近
畿
大
学
で
の
研
究
を
通

じ
て
、
ウ
ナ
ギ
の
完
全
養
殖
技
術

を
学
び
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
畿
大
学
水
産
研
究
所
は
、
ニ
ホ

ン
ウ
ナ
ギ
の
完
全
養
殖
に
成
功

し
、
持
続
可
能
な
養
殖
方
法
の

確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の

研
究
は
、
天
然
資
源
に
依
存
せ

ず
、
安
定
し
た
供
給
を
実
現
す

る
た
め
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私

は
近
畿
大
学
で
学
ぶ
こ
と
で
、
ウ

ナ
ギ
の
生
態
や
繁
殖
に
関
す
る
知

識
を
深
め
、
実
践
的
な
技
術
を
習

得
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
を
人
工
的
に

育
て
る
技
術
や
、
環
境
に
配
慮
し

私
の
夢水

産
学
科清

水
　
友
太

近
畿
大
学
に
入
学
し
て

応
用
生
命
化
学
科

伊
東
　
一
慧

　

私
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
い
つ
か
自
分

の
頭
の
中
の

世
界
を
、
精
密
に
表
現
す
る
こ
と

で
す
。
私
は
、
人
々
の
自
由
な
活

動
に
よ
っ
て
世
界
が
作
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
私
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
様

々
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
よ
る
色
と

り
ど
り
の
行
動
が
好
き
で
す
。
そ

れ
は
、
先
進
的
な
商
品
の
開
発
で

も
、
た
と
え
働
い
て
い
な
く
と

も
、
全
て
が
必
要
だ
と
感
じ
る

私
の
夢

環
境
管
理
学
科

支
　
　
敬
宇

私
の
夢生

物
機
能
科
学
科

是
枝
　
萌
乃
栞

　

私
の
夢
は
生
活
習
慣
病
で
苦
し

む
人
を
減
ら
す
こ
と
と
、
サ
ッ
カ

ー
日
本
代
表
の
専
属
料
理
人
に
な

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
夢
を
持

っ
た
の
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が

あ
り
ま
す
。
１
つ
目
の
夢
に
関
し

て
は
、
母
親
が
癌
で
亡
く
な
っ
た

か
ら
で
す
。
１
番
辛
か
っ
た
の
は

元
気
だ
っ
た
母
親
が
弱
っ
て
い
く

姿
を
当
時
の
私
は
た
だ
見
る
し
か

出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
母
親

の
死
後
、
も
し
母
親
が
日
常
的
に

栄
養
満
点
の
料
理
を
食
べ
て
い
れ

ば
、
癌
に
な
る
こ
と
な
く
、
今
も

元
気
に
生
き
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
管
理
栄
養
士
に
な
っ

て
生
活
習
慣
病
で
苦
し
む
人
を
減

ら
す
と
い
う
夢
を
持
ち
ま
し
た
。

　

２
つ
目
の
夢
に
関
し
て
は
、
サ

ッ
カ
ー
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
１
番
の
理
由
は
日
本
代
表

に
な
る
く
ら
い
大
変
な
努
力
を
し

た
人
た
ち
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て

み
た
い
か
ら
で
す
。
彼
ら
が
ど
う

ゆ
う
生
き
方
で
、
ど
う
ゆ
う
考
え

方
を
す
る
の
か
、
直
接
学
ん
で
み

た
い
で
す
。
こ
れ
ら
の
夢
の
た
め

に
私
は
近
畿
大
学
で
４
年
間
、
色

々
な
人
か
ら
様
々
な
こ
と
を
学

び
、
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
。 自

分
の
夢食

品
栄
養
学
科

大
西
　
功
晟

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
大
学
農
学
部
板
倉
教
授
の
森

林
生
物
化
学
研
究
室
で
は
、
シ
ロ

ア
リ
を
食
料
・
飼
料
・
燃
料
な
ど

と
し
て
様
々
に
活
用
す
る
研
究
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
火
星
で

シ
ロ
ア
リ
を
飼
育
す
れ
ば
、
空
気

中
の
窒
素
を
人
間
が
利
用
し
や
す

い
化
合
物
に
変
換
す
る
能
力
を
持

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
「
世
の
中

に
は
絶
対
に
無
理
だ
と
言
わ
れ

て
、
そ
の
後
実
現
し
て
い
る
研
究

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
誰
も
手
を
つ

け
て
い
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
こ
と

を
考
え
続
け
て
い
れ
ば
、
10
年

後
に
世
間
の
ほ
う
が
つ
い
て
く

る
」
、
と
教
授
が
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
、
私
も
世
の
虫
嫌
い
の
人
々

を
虫
好
き
に
変
え
ら
れ
る
ほ
ど
斬

新
か
つ
有
益
な
昆
虫
活
用
法
を
見

つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

設立 平成26年6月7日

支部長 酒井　恵二

年会費 5,000円　（臨時減額中）
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【事務局】　
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　TEL　0866-82-3300
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私
は
２
０
２
０
年
に
大
学
院
を

修
了
し
、
ナ
ン
ト
種
苗
株
式
会
社

に
営
業
部
と
し
て
入
社
し
て
か
ら

６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
仕
事
内

容
と
し
て
は
、
担
当
県
の
取
引
先

へ
訪
問
し
品
種
提
案
を
行
う
の
が

メ
イ
ン
で
す
が
、
そ
の
先
の
Ｊ
Ａ

や
農
業
法
人
、
個
人
生
産
者
の
元

へ
も
伺
い
、
品
種
提
案
お
よ
び
自

社
品
種
の
生
育
状
況
確
認
も
仕
事

内
容
の
１
つ
で
す
。
弊
社
で
は
農

業
の
根
幹
で
あ
る
「
タ
ネ
」
を
扱

っ
て
い
る
た
め
、
大
変
な
場
面
に

遭
遇
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

提
案
し
た
品
種
が
現
地
で
評
価
さ

れ
褒
め
て
も
ら
え
た
時
は
、
や
り

が
い
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

　

大
学
院
在
学
中
、
私
は
毎
日
の

よ
う
に
実
験
圃
場
へ
足
を
運
ん
で

は
作
物
の
管
理
を
行
い
、
自
身
の

研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
す
る

機
会
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
資
料
を

作
成
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

経
験
は
、
今
の
仕
事
に
活
き
て
い

る
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
の
影
響
で
、
品
種
に
求
め

ら
れ
る
特
性
も
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
現
地
の
ニ
ー

ズ
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
適
切
な

提
案
を
行
う
こ
と
で
、
日
本
の
農

業
に
「
タ
ネ
」
を
通
じ
て
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
北
海
道
紋
別
市
に
あ
る
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
と
っ
か
り
セ
ン
タ
ー

で
ア
ザ
ラ
シ
の
飼
育
員
を
し
て
い

ま
す
。
当
施
設
は
、
ア
ザ
ラ
シ
ラ

ン
ド
と
ア
ザ
ラ
シ
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
の
２
つ
の
施
設
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
野
生
の
ア
ザ
ラ
シ
を
保

護
、
飼
育
す
る
だ
け
で
な
く
、

餌
や
り
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
ア
ザ
ラ
シ
に
関
わ
り
つ

つ
、
自
分
の
言
葉
で
そ
の
魅
力
や

保
護
の
現
状
を
お
客
様
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
こ
の
仕
事
に
、
誇

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

在
学
中
は
、
飼
育
員
に
な
る
た

め
に
何
が
必
要
か
を
考
え
、
ワ
モ

ン
ア
ザ
ラ
シ
の
研
究
や
、
学
芸
員

・
潜
水
士
の
資
格
の
取
得
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。
大
学
生
活
は
や

り
た
い
こ
と
学
び
た
い
こ
と
、
何

に
で
も
手
が
伸
ば
せ
る
４
年
間
で

し
た
。
野
生
の
ア
ザ
ラ
シ
の
研
究

に
関
わ
り
た
い
と
、
北
海
道
に
２

週
間
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
在
学
生
の
皆
さ
ん
は
こ
の
貴

重
な
４
年
間
で
、
毎
年
何
か
１
つ

で
も
取
り
組
め
た
と
言
え
る
よ
う

に
、
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
こ
と

に
は
ぜ
ひ
手
を
伸
ば
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
し
て
多
く
の
経
験

と
選
択
肢
を
手
に
入
れ
て
、
将
来

へ
繋
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
黄
桜
株
式
会
社
で

働
い
て
い
ま
す
。
黄
桜
は
日
本
酒

メ
ー
カ
ー
と
い
う
認
識
の
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
30
年
近
く
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
も
造
り
続
け
て
お

り
最
近
で
は
ウ
イ
ス
キ
ー
や
ジ
ン

も
造
っ
て
い
ま
す
。
私
の
業
務
内

容
と
し
て
は
酒
税
法
に
関
す
る
製

造
事
務
、
ま
た
ウ
イ
ス
キ
ー
に
関

す
る
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
ウ
イ
ス
キ
ー
に
関
す
る
業
務
で

は
学
生
時
代
に
培
っ
た
酒
へ
の
科

学
的
な
知
識
が
活
き
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ス
キ
ー
は
製
造
か
ら
製
品
化

ま
で
の
間
に
熟
成
に
時
間
が
か
か

る
お
酒
で
あ
る
た
め
私
が
関
わ
っ

た
も
の
が
消
費
者
に
届
く
の
は
ま

だ
先
で
す
が
、
そ
の
時
を
思
う
と

胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
私
は
元
々

お
酒
が
好
き
で
研
究
内
容
や
職
場

を
お
酒
に
関
す
る
も
の
と
い
う
軸

を
も
っ
て
選
び
、
結
果
と
し
て
現

在
や
り
た
い
こ
と
が
出
来
て
お
り

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
学
生

の
皆
さ
ん
も
自
分
は
何
が
好
き
か

・
何
に
興
味
が
あ
る
か
を
考
え
、

そ
れ
を
軸
に
し
て
様
々
な
選
択
を

す
る
こ
と
で
自
己
実
現
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
黄
桜
は
農
学

部
の
皆
さ
ん
の
な
か
で
お
酒
に
愛

が
あ
る
方
に
と
っ
て
活
躍
の
場
が

多
い
会
社
だ
と
思
い
ま
す
の
で
興

味
が
あ
る
方
は
是
非
黄
桜
の
門
を

叩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

私
は
卒
業
後
日
清
シ
ス
コ
㈱
に

入
社
し
、
開
発
研
究
所
で
勤
務
３

年
目
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
菓
子

チ
ー
ム
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
主

な
担
当
商
品
は
コ
コ
ナ
ッ
ツ
サ
ブ

レ
で
す
。
幼
い
頃
か
ら
食
べ
る
こ

と
や
お
菓
子
作
り
が
大
好
き
だ
っ

た
の
で
、
60
年
も
の
時
を
超
え
て

愛
さ
れ
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
毎
日
と
て

も
楽
し
く
、
幸
せ
で
す
。

　

現
在
担
当
し
て
い
る
仕
事
は
大

き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。
１

つ
目
は
、
自
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
て
新
し
い
焼
き
菓
子
の
提
案
を

す
る
こ
と
。
も
う
１
つ
は
、
既
存

商
品
を
さ
ら
に
美
味
し
く
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
べ
く
取
り
組
み

続
け
る
こ
と
で
す
。

ど
の
業
務
に
お
い
て
も
、
グ
ル
テ

ン
の
特
性
や
食
品
表
示
に
つ
い

て
、
若
年
女
性
に
不
足
し
が
ち

な
栄
養
素
な
ど
、
大
学
時
代
に
管

　

私
は
２
０
２
０
年
度
に
環
境
管

理
学
科
を
卒
業
後
、
奈
良
県
庁
に

入
庁
し
、
農
業
農
村
整
備
事
業
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
昨
年
度
か
ら
は
、
県

に
籍
を
置
い
た
ま
ま
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
と
し

て
、
ア
フ
リ
カ
東
部
に
位

置
す
る
ル
ワ
ン
ダ
共
和
国

で
灌
漑
事
業
に
従
事
し
て

い
ま
す
。

　

現
地
で
は
、
農
業
用
た

め
池
や
水
路
の
適
切
な
管

理
、
水
利
用
効
率
の
向
上

を
通
じ
て
稲
作
の
振
興
を

目
指
し
、
組
織
づ
く
り
や

技
術
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ル
ワ
ン
ダ
で

は
、
国
民
の
お
よ
そ
70
％

が
農
業
に
従
事
し
て
お

り
、
生
活
と
農
業
の
結
び

つ
き
、
そ
し
て
農
業
を
支

理
栄
養
士
養
成
課
程
で
学
ん
だ
知

識
を
も
と
に
さ
ら
に
勉
強
の
毎
日

を
お
く
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
関

わ
っ
た
新
商
品
が
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
に
並
ん
で
い
た
り
、
さ
ら

に
は
購
入
し
て
い
る
方
を
見
か
け

る
と
い
つ
も
新
鮮
な
感
動
を
お
ぼ

え
ま
す
。

　

弊
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
〝
も
っ

と
楽
し
く
、
健
や
か
に
〞
で
す

が
、
社
会
人
３
年
目
に
な
っ
た

今
、
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な

え
る
水
資
源
や
灌
漑
の
重
要
性
を

日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
経
験
を
通
じ
て
、
農
業
や
農
村

へ
の
思
い
も
よ
り
一
層
強
く
な
り

ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
は
国
際
開
発
・
環

境
学
研
究
室
に
所
属
し
て
お
り
、

そ
の
と
き
の
学
び
や
ご
縁
が
、
巡

り
巡
っ
て
現
在
の
活
動
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
も
先
生

方
と
と
も
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
が
あ
り
、
今
後
も
そ
う
し

た
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

言
語
や
文
化

の
違
い
は
あ
る

も
の
の
、
農
家

の
方
々
の
声
に

耳
を
傾
け
、
そ

れ
を
形
に
し
て

い
く
姿
勢
は
、

日
本
で
も
ル
ワ

ン
ダ
で
も
変
わ

ら
な
い
は
ず
で

す
。
そ
の
想
い

を
胸
に
、
ル
ワ

ン
ダ
の
農
業
発

展
に
少
し
で
も

貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

く
〝
も
っ
と
〞
を
追
求
す
る
向
上

心
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
現
状
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
も
っ
と
も
っ
と
！
の

精
神
を
も
ち
さ
ら
に
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
グ

ル
ー
プ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
次
世
代
シ
ー

ケ
ン
サ
ー
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ

Ｒ
な
ど
の
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
機
器

の
点
検
や
修
理
だ
け
で
な
く
、
時

に
は
お
客
様
に
最
適
な
製
品
の
ご

提
案
も
行
い
、
お
客
様
の
研
究
が

円
滑
に
進
む
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
が
私
の
仕
事
で
す
。
こ
の
仕
事

の
魅
力
は
、
最
先
端
の
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
技
術
に
触
れ
ら
れ
る
こ

と
、
そ
し
て
学
生
時
代
の
専
攻
で

あ
っ
た
分
子
生
物
学
の
知
識
を
活

用
で
き
る
こ
と
で
す
。
昨
年
は
専

門
的
な
分
子
生
物
学
の
知
識
が
必

要
な
特
に
難
し
い
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
成
功
さ
せ
た
こ
と

や
、
業
務
改
善
活
動
で
の
成
果
な

ど
が
評
価
さ
れ
、
部
門
内
の
ト
ッ

プ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
の
使

命
は
、
「
世
界
を
よ
り
健
康
で
、

よ
り
清
潔
、
よ
り
安
全
な
場
所
に

す
る
」
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

技
術
の
進
化
と
と
も
に
成
長
し
、

研
究
者
の
皆
様
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

す
べ
て
は
日
本
の
農
業
の

た
め
に

農
学
研
究
科
農
業
生
産
科
学
専
攻（
令
和
元
年
度
卒
）

春
名
　
啓
介

〝
好
き
〞
を
仕
事
に

ア
ザ
ラ
シ
と
過
ご
す
日
々

水
産
学
科（
令
和
２
年
度
卒
）

原
　
　
瑞
葵

職
場
紹
介

農
学
研
究
科
応
用
生
命
化
学
専
攻（
令
和
４
年
度
卒
）

大
西
　
　
徹

〝
も
っ
と
〞
の
そ
の
先
へ

食
品
栄
養
学
科（
令
和
５
年
度
卒
）

竹
本
　
日
向
子

ル
ワ
ン
ダ
の
農
業
現
場
よ
り

環
境
管
理
学
科（
令
和
２
年
度
卒
）

木
下
　
滉
大

研
究
室
で
の
学
び
を
活
か
し
て

農
学
研
究
科
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻（
令
和
２
年
度
卒
）

森
田
　
一
世
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大
学
生
活
も
４
年
目
に
入
り
、

授
業
中
心
の
生
活
か
ら
研
究
室
を

基
盤
と
し
た
生
活
へ
と
変
化
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
３
年
間
は
少

し
受
動
的
に
授
業
を
受
け
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
試
験
の

良
い
評
価
を
目
標
に
学
習
し
て
き

ま
し
た
。
今
ま
で
の
３
年
間
と
は

異
な
り
、
研
究
室
で
は
自
ら
能
動

的
に
動
き
考
え
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
実

験
を
進
め
る
中
で
疑
問

を
感
じ
た
際
に
は
、
教

授
や
指
導
院
生
に
す
ぐ

に
質
問
す
る
こ
と
や
論

文
を
読
み
進
め
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
の
疑
問
に
新

し
い
発
見
の
き
っ
か
け

が
落
ち
て
い
る
こ
と
が

多
々
あ
る
か
ら
で
す
。

　

大
学
生
活
は
、
私
に
と
っ
て

学
び
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

多
く
の
挑
戦
と
成
長
の
場
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

研
究
室
の
野
外
調
査
で
は
、

天
然
ア
ユ
の
細
菌
叢
を
調
べ
る

た
め
に
、
福
井
県
や
滋
賀
県
の

川
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
行
き
ま

し
た
。
ま
た
、
滋
賀
県
水
産
試

験
場
に
は
、
魚
の
採
血
に
訪
れ

る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
を
と
る
た
め
に
徹
夜
で
行
っ

た
実
験
も
あ
り
、
道
の
り
は
決

し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
経
験
は
、
貴

重
な
学
び
の
一
部
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
、
水
産

実
理
研
究
会
に
所
属
し
、
魚
の

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
生
理
・
形

態
測
定
に
基
づ
く
イ
ネ
の
ス
ト
レ

ス
耐
性
評
価
で
す
。
研
究
対
象
が

イ
ネ
で
あ
る
た
め
、
暑
い
日
や
雨

の
日
で
も
水
や
り
等
の
管
理
作
業

を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

特
に
夏
の
管
理
作
業
や
調
査
は
暑

さ
が
厳
し
い
で
す
が
、
こ
の
経
験

が
将
来
の
日
本
の
コ
メ
生
産
に
貢

献
す
る
と
信
じ
、
日
々
努
力
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。
研
究
を
通
じ

て
、
実
社
会
に
役
立
つ
知
見
を

得
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

展
示
会
で
は
、
多
く
の
人
々
に

魚
の
魅
力
や
そ
の
環
境
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の

質
問
や
感
想
を
い
た
だ
け
ま
し

た
。

　

休
日
は
友
人

と
釣
り
に
行

き
、
自
然
の
中

で
過
ご
す
時
間

を
大
切
に
し
て

い
て
、
釣
り
を

す
る
中
で
特
に

目
標
と
し
て
い

た
、
尺
イ
ワ
ナ

を
釣
り
上
げ
た

時
に
は
、
心
か

ら
の
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な

経
験
を
通
じ

て
、
私
は
、
人

と
の
つ
な
が
り

　

両
親
に
よ
っ
て
出
願
さ
れ
た
こ

と
が
、
私
が
近
畿
大
学
に
入
学
し

た
き
っ
か
け
で
し
た
。
加
え
て
、

入
学
当
初
は
入
学
式
や
学
科
の
親

睦
会
と
い
っ
た
重
要
な
行
事
に
欠

席
、
あ
る
い
は
遅
刻
す
る
と
い
う

体
た
ら
く
ぶ
り
で
し
た
。
そ
ん
な

私
が
今
回
「
在
学
生
だ
よ
り
」
に

寄
稿
の
機
会
を
い
た
だ
け
た
の

は
、
先
生
方
と
の
ご
縁
に
よ

る
も
の
で
す
。
こ
の
〝
縁
〞

と
い
う
も
の
は
、
思
い
が
け

ず
新
た
な
知
見
に
も
出
会
わ

せ
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。
私

は
よ
く
大
学
の
図
書
館
を
利

用
し
、
生
命
科
学
に
関
す
る

書
籍
を
読
む
う
ち
に
神
経
科

学
に
興
味
を
抱
き
、
生
物
制

御
化
学
研
究
室
に
所
属
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
研

究
室
で
は
、
電
極
を
細
胞
に

　

私
の
大
学
生
活
を
振
り
返
る

と
、
初
め
て
の
体
験
が
た
く
さ

ん
で
き
た
３
年
半
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
「
食
べ
る
こ
と
が
好

き
」
と
い
う
理
由
で
こ
の
食
品

栄
養
学
科
に
入
学
し
ま
し
た

が
、
入
学
前
の
私
は
ほ
と
ん
ど

料
理
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
野

菜
の
切
り
方
も
分
か
ら
な
い
ほ

ど
で
し
た
。
し
か
し
、
実
習
を

き
っ
か
け
に
家
で
も
調
理
を
練

習
し
、
今
で
は
家
族
に
「
お
い

し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
ま

で
に
成
長
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
大
量
調
理
の
実
習
で
は
、
班

全
員
で
１
つ
の
献
立
を
考
案
か

ら
調
理
ま
で
行
い
、
大
変
な
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
人

や
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
大
学
生
活
の
中

で
得
た
貴
重
な
体
験
は
、
今
後

も
私
の
大
き
な
財
産
と
な
る
で

し
ょ
う
。

生
で
１
番
達
成
感
を
感
じ
、
自

信
に
つ
な
が
る
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
授
業

で
得
た
知
識
や
調
理
で
学
ん
だ

刺
し
て
電
気
的
な
応
答
を
計
測
す

る
「
電
気
生
理
学
」
と
い
う
珍
し

い
手
法
を
用
い
て
、
農
薬
の
作
用

を
解
析
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
研
究
に
触
れ
ら
れ
た
の
も
、
本

学
に
進
学
し
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

た
経
験
で
あ
り
、
改
め
て
〝
縁
〞

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
得
ら
れ

た
知
見
を
も
と
に
大
学
院
の
候
補

も
広
が
り
、
進
路
選
択
の
精
度
も

高
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
卒
業
研

究
と
大
学
院
入
試
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
後
期
か
ら
は
実
験
科
目

に
て
関
わ
る
３
年
生
へ
の
電
気
生

理
学
の
魅
力
の
発
信
に
も
努
め
、

彼
ら
の
〝
縁
〞
の
橋
渡
し
役
に
な

れ
る
よ
う
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

来
の
Ｕ
ｎ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ

Ｐ
ｅ
ｒ
ｏ
ｘ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ａ
ｓ
ｅ

（
Ｕ
Ｐ
Ｏ
）
と
い
う
酵
素
を
扱
う

も
の
で
し
た
。
実
験
手
法
は
経
験

の
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
今
後
、
私
の
研
究
に
必
ず

役
に
立
つ
多
く
の
新
し
い
技
術
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
は
、
リ
ト

ル
ト
ー
キ
ョ
ー
と
呼
ば
れ
る
街
並

み
が
あ
る
ほ
ど
、
日
本
人
に
馴
染

み
の
あ
る
都
市
で
、
生
活
面
で
は

安
心
で
き
る
こ
と
が
様
々
に
あ
り

ま
し
た
。
一
方
、
ク
リ
ス
マ
ス
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
に
も
た
く
さ
ん

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
大
学
な
ら
び
に

関
係
者
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

春
か
ら
本
格
的
に
研
究
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
自
身
の
み
な
ら

ず
研
究
室
の

数
人
も
花
粉

症
と
戦
い
な

が
ら
、
花
粉

症
の
原
因
物

質
（
ア
レ
ル

ゲ
ン
タ
ン
パ

ク
質
）
に
関

わ
る
研
究
を

し
て
い
ま

す
。
慣
れ

な
い
実
験
操

作
は
、
院
生

や
研
究
室
仲

が
、
部
活
動
で
培
っ
た
集
中
力

や
忍
耐
力
を
活
か
し
、
冷
静
に
判

断
し
な
が
ら
実
験
を
進
め
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

疲
れ
た
と
き
に
は
少
し
休
憩
を

挟
み
な
が
ら
も
、
歩
み
を
止
め
る

こ
と
な
く
、
残
り
の
大
学
生
活
に

全
力
で
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
よ
り
令
和
６
年

９
月
ま
で
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
位
置
す

る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
大
学

で
在
外
研
究
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
私
を
受
け

入
れ
て
い
た
だ

い
た
Ｖ
ｌ
ａ
ｄ

ａ
B.
Ｕ
ｒ
ｌ
ａ

ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
教
授

は
世
界
的
な
Ｐ

４
５
０
の
専
門

家
で
あ
る
た

め
、
研
究
室
の

Ph.
D.
学
生
は
様

々
な
生
物
由
来

の
Ｐ
４
５
０
を

題
材
に
し
た
研

究
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
私
が

実
験
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の

は
、
糸
状
菌
由

間
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
進
め
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
地
道
に
丁

寧
に
操
作
を
行
う
こ
と
を
意
識
し

て
、
確
実
に
タ
ン
パ
ク
質
の
精
製

を
す
る
こ
と
が
今
の
目
標
で
す
。

　

３
回
生
に
な
っ
た
頃
か
ら
就
活

を
意
識
し
始
め
、
説
明
会
や
面

接
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

し
て
、
新
し
い
環
境
に
関
わ
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
会
社
の

こ
と
も
、
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
の

人
生
を
知
る
機
会
で
あ
り
、
自
分

の
将
来
像
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

就
職
活
動
を
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
実
際
に
仕
事
を
し

て
み
て
違
う
か
も
と
感
じ
た
り
、

向
い
て
る

か
も
と
思

っ
た
り

と
、
選
択

す
る
こ
と

の
多
さ
に

圧
倒
さ
れ

る
毎
日
で

す
。
研
究

室
の
皆
も

同
じ
よ
う

に
進
路
で

悩
ん
で
い

て
、
一
緒

に
悩
め
る

人
が
い
る
の
は
心
強
い
し
、
そ
の

悩
め
る
時
間
も
今
だ
け
だ
な
と
も

思
い
ま
す
。
御
祈
り
メ
ー
ル
や
研

究
で
の
失
敗
な
ど
、
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
何
度

転
ん
で
も
ま
た
立
ち
上
が
れ
ば
い

い
と
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。
こ

の
時
間
は
無
駄
で
は
な
い
と
信

じ
て
、
こ
れ
か
ら
ま
た
増
え
て

い
く
悩
み
と
、
そ
し
て
花
粉
と
も

戦
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
が
日
常
生
活
で
も
役
立
つ
よ

う
に
な
り
、
入
学
前
よ
り
食
べ

物
へ
の
興
味
が
ま
す
ま
す
強
く

な
り
ま
し
た
。　

そ
の
経
験
も

あ
り
、
今
後
は

食
材
の
抽
出
成

分
を
用
い
た
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
の
代
謝

変
化
の
観
察
と

い
う
研
究
に
取

り
組
む
予
定
で

す
。
ま
た
、
来

年
３
月
に
受
験

す
る
国
家
試
験

で
は
、
今
ま
で

学
ん
で
き
た
こ

と
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
全
力

で
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

教
室
か
ら
研
究
室
へ

作
物
学
研
究
室
４
年
生

農
業
生
産
科
学
科

長
尾　

匠
真

ご
縁
が
あ
り
ま
し
て

生
物
制
御
化
学
研
究
室
４
年
生

応
用
生
命
化
学
科

穂
積　

芳
季

４
年
間
で
学
ん
だ
事

栄
養
機
能
学
研
究
室
４
年
生

食
品
栄
養
学
科

明
石　

梨
央

　

私
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
環
境

問
題
や
外
来
生
物
問
題
に
興
味
を

持
ち
、
大
学
で
は
自
然
に
触
れ
な

が
ら
環
境
問
題
全
般
に
つ
い
て
学

び
た
い
と
考
え
、
環
境
管
理
学
科

を
選
び
ま
し
た
。　

「
後
悔
の
な

い
よ
う
に
、
全
力
投
球
の
大
学
生

活
を
送
る
」
と
い
う
の
が
、
高
校

卒
業
後
に
感
じ
た
心
残
り
を
き
っ

か
け
に
、
大
学
入
学
時
に
立
て
た

大
き
な
目
標
で
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
学
業
、
教
職
課
程
の
履

修
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
楽
団
の
活
動
す
べ

て
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
学
業
を
第
一
優
先
に
し
つ
つ

も
、
趣
味
や
ア
ル
バ
イ
ト
も
楽
し

む
た
め
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
充

実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

卒
業
研
究
で
は
、
好
熱
好
酸
菌

の
形
質
転
換
法
の
開
発
を
テ
ー
マ

に
、
日
々
実
験
に
励
ん
で
い
ま

す
。
思
う
よ
う
に
結
果
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す

心
残
り
を
バ
ネ
に
変
え
て

環
境
化
学
研
究
室
４
年
生

環
境
管
理
学
科

高
橋　

美
玖

七
転
び
八
起
き

生
体
分
子
化
学
研
究
室
４
年
生

生
物
機
能
科
学
科

與
喜
元　

文
彩

挑
戦
と
出
会
い
の
大
学
生
活

水
族
環
境
学
研
究
室
４
年
生

水
産
学
科河

野　

峻
真

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ・ハ
イ
ネ
大
学

で
の
在
外
研
究

応
用
生
命
化
学
科

准
教
授

福
田　

泰
久



学
研
究
室
に
所
属
し
て
お
り
、
研

究
室
に
配
属
さ
れ
る
ま
で
進
路
に

つ
い
て
決
め
か
ね
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
唯
一
無
二
の
実
験

に
出
会
い
、
研
究
の
楽
し
さ
に
触

れ
る
こ
と
で
大
学
院
へ
の
進
学
を

決
断
し
ま
し
た
。
進
学
後
に
は
特

許
の
出
願
や
学
会
発
表
な
ど
貴
重

な
経
験
を
通
し
て
、
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
へ
の
期
待
と
達
成
感
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
引

き
継
い
で
く
れ
る
後
輩
も
で
き
、

よ
り
多
く
の
発
見
を
発
表
で
き
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

社
会
に
貢
献
で
き
る
発
表
を
行
え

る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
、
植
食
性
昆
虫
の
生
態

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
元
々
は
哺

乳
類
好
き
で
虫
嫌
い
で
し
た
が
、

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
鱗
翅
目
研
究

と
出
会
い
、
知
識
ゼ
ロ
か
ら
出
発

し
ま
し
た
。
動
物
の
生
態
や
行
動

に
興
味
の
あ
る
私
に
と
っ
て
、
指

導
教
員
の
教
え
で
あ
る
「
好
き
な

生
き
物
を
研
究
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
が
見
つ
け
た
疑
問
を

最
短
距
離
で
証
明
す
る
た
め
の
材

料
（
生
物
）
を
選
ぶ
こ
と
の
大
事

さ
」
は
目
か
ら
う
ろ
こ
で
し
た
。

研
究
室
に
配
属
さ
れ
て
か
ら
の
日

々
は
困
難
や
挫
折
の
連
続
で
、
何

度
も
心
が
折
れ
か
け
ま
し
た
。
し

か
し
、
先
生
・
先
輩
方
か
ら
の
支

え
に
よ
り
、
大
学
院
で
も
研
究
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

昨
年
の
経
験
や
反
省
を
活
か
し
、

大
学
院
生
と
し
て
、
失
敗
経
験
も

含
め
て
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
後
輩
達
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

大
学
院
で
は
、
ジ
ャ

コ
ウ
ア
ゲ
ハ
が
茎
を
ま

る
く
か
じ
り
と
る
「
環

状
剥
皮
」
と
い
う
行
動

の
生
態
学
的
意
義
を
解

ト
も
充
実
し
た
意
味
の
あ
る
２
年

間
に
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
「
冷
え
に
よ
っ
て
起
こ
る

〝
む
く
み
〞
」
に
つ
い
て
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
で

は
、
冷
え
を
再
現
す
る
こ
と
で

む
く
み
を
発
生
す
る
モ
デ
ル
動
物

の
作
出
を
行
い
、
そ
の
モ
デ
ル
動

物
を
用
い
た
研
究
に
よ
っ
て
、
冷

水
に
触
れ
る
こ
と
の
多
い
家
事
や

冷
え
性
の
方
が
感
じ
る
む
く
み
の

不
快
感
を
改
善
・
予
防
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

大
学
３
年
生
か
ら
応
用
細
胞
生
物

明
す
べ
く
、
日
夜
研
究
に
励
ん
で

い
ま
す
。
ど
こ
ま
で
続
く
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
納
得
で

き
る
ま
で
、
と
こ
と
ん
近
大
で
の

研
究
生
活
を
謳
歌
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
Ｘ
染
色
体
不
活
性
化
と
い

う
哺
乳
類
の
雌
に
特
有
の
生
命
現

象
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ヒ
ト
を
含
め
哺
乳
類
は
性
染

色
体
と
し
て
、
雄
（
男
性
）
は
Ｘ

と
Ｙ
染
色
体
を
１
本
ず
つ
、
雌

（
女
性
）
は
Ｘ
染
色
体
を
２
本
持

っ
て
い
ま
す
。
雄
の
決
定
に
関
わ

る
生
存
に
は
必
須
で
は
な
い
遺
伝

子
が
50
個
ほ
ど
存
在
す
る
だ
け
の

Ｙ
染
色
体
と
は
異
な
り
、
Ｘ
染
色

体
に
は
生
存
に
必
須
な
遺
伝
子
を

含
め
１
０
０
０
個
以
上
の
遺
伝
子

が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
雌
雄
間

で
そ
の
数
に
２
倍
も
の
違
い
が
あ

る
の
は
大
き
な
問
題
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
哺
乳
類
は
雌
が

一
方
の
Ｘ
染
色
体
を
不
活
性
に
す

る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
し
く

み
を
進
化
さ
せ
ま
し
た
。
私
は
不

活
性
化
さ
れ
た
Ｘ
染
色
体
が
な
ぜ

生
涯
を
通
し
て
安
定
に
不
活
性
な

状
態
の
維
持
が
で
き
る
の
か
を
明

ら
か
に
す
べ
く
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。
Ｘ
染
色
体
不
活
性
化
は
発

見
か
ら
60
年
以
上
が
経
過
し
ま
す

が
、
未
解
明
な
部
分
も
多
く
非
常

に
興
味
深
い
生
命
現
象
で
す
。
研

究
を
始
め
て
か
ら
２
年
以
上
経

ち
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
失
敗
す

る
こ
と
も
多
く
、
落
ち
こ
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
全
容
解
明
の
一

助
と
な
れ
れ
ば
と
思
い
日
々
研
究

に
励
ん
で
い
ま
す
。　

２
０
２
４
年
９
月
か
ら
１
年

間
、
在
外
研
究
員
と
し
て
渡
米

し
、
テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
に
あ
る

Ｕ
Ｔ
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
Ｊ
ｕ
ｎ

Ｗ
ｕ

博
士
の
研
究
室
に
て
研
究
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｗ
ｕ
博
士
は

異
種
間
キ
メ
ラ
生
物
や
ヒ
ト
胚
モ

デ
ル
の
分
野
に
お
い
て
、
世
界
の

ト
ッ
プ
を
走
り
続
け
る
研
究
者
で

す
。
ま
た
、
私
に
と
っ
て
は
留
学

中
の
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
生
存

競
争
を
戦

っ
た
、
背

中
を
預
け

ら
れ
る
親

友
で
も
あ

り
ま
す
。

10
年
前
と

同
様
に
、

日
々
の
実

験
結
果
に

一
喜
一
憂
し
な
が
ら
議
論
を
交
わ

せ
る
毎
日
に
幸
せ
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の

道
筋
を
知
り
尽
く
す
彼
の
戦
略
を

学
ん
で
い
ま
す
。
「
幹
細
胞
の
可

能
性
へ
の
挑
戦
」
を
標
榜
す
る
そ

の
研
究
ス
タ
イ
ル
は
社
会
へ
の
イ

ン
パ
ク
ト
も
大
き
く
、
私
自
身

も
、
今
後
の
農
学
部
で
の
教
育

・
研
究
活
動
を
通
じ
て
こ
の
問
い

を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
近
畿

大
学
の
皆
様
に
、
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
４
月
か
ら
７
月
ま

で
の
４
ヶ
月
間
、
西
太
平
洋
の
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
に
位
置
す
る
パ

ラ
オ
共
和
国
に
お
い
て
、
在
外
研

究
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
受
け
入
れ
機
関
は
パ
ラ
オ
地

域
短
期
大
学
で
す
。
パ
ラ
オ
に
お

い
て
古
く
か
ら
主
食
の
一
つ
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
タ
ロ
イ
モ
を

栽
培
す
る
圃
場
（
水
田
の
よ
う
な

つ
く
り
で
、
タ
ロ
パ
ッ
チ
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
）
を
対
象
に
、
水
管

理
状
況
や
塩
分
濃
度
等
の
水
質
に

関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
ま
し

た
。
た
い
て
い
の
タ
ロ
パ
ッ
チ

は
沿
岸
部
の
湿
地
帯
に
位
置
し
て

お
り
、
調
査
の
移
動
の
際
は
エ
メ

ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
を
横
目

に
、
ビ
ー
ル
を
片
手
に
ビ
ー
チ

に
繰
り
出
し
た
い
欲
求
と
葛
藤
し

て
い
ま
し
た
。
パ
ラ
オ
で
は
Ｒ
ｅ

ｄ
Ｒ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
と
い
う
名
の

地
ビ
ー
ル
が
有
名
で
、
非
常
に
美

味
で
す
。
名
前
の
由
来
で
あ
る
野

追
跡
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
川
に
行
っ
て
調
査
を
行
う
こ
と

は
決
し
て
一
人
で
で
き
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
教
員
の
先

生
や
研
究
室
の
皆
さ
ん
に
協
力
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
残
り
の
二
年

間
も
引
き
続
き
調
査
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。
昨
年
は
皆
さ
ん
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
学
会

で
も
研
究
成
果
を
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
研

究
を
論
文
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
、
自
分
自
身
を
変
え
る

こ
と
を
目
標
に
、
大
学
院
進
学

を
決
意
し
ま
し
た
。
昨
年
初
め

て
卒
業
研
究
・
学
会
発
表
を
行

い
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
研

究
が
進
ま
な
か
っ
た
り
、
人
前

で
自
身
の
研
究
に
つ
い
て
伝
え

る
こ
と
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し

た
。
今
ま
で
、
１
つ
の
物
事
に

対
し
て
集
中
し
て
取
り
組
ん
だ

こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
研
究

や
学
会
発
表
を
通
し
て
、
忍
耐
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私
は
、
現
在
、
「
う
ど
ん
こ
病

に
対
す
る
新
た
な
生
物
防
除
法
の

確
立
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
う
ど
ん
こ
病
は
、
植

物
の
葉
や
茎
に
う
ど
ん
の
粉
の
よ

う
な
白
い
斑
点
（
カ
ビ
）
が
生
じ

る
病
気
で
、
植
物
の
生
育
を
阻
害

す
る
こ
と
で
収
量
減
少
や
果
実
の

良
質
低
下
な
ど
の
問
題
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
う
ど
ん
こ
病
に
対
し

て
は
、
市
販
の
化
学
農
薬
の
散
布

を
中
心
に
、
防
除
が
行
わ
れ
て
い

大
学
院
生
報
告

水
産
学
科
専
攻
博
士
前
期
課
程

水
産
増
殖
学
研
究
室

石
黒
　
ゆ
り
な

成
長
す
る
た
め
の
２
年
間

応
用
生
命
化
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

病
態
栄
養
学
研
究
室

米
田
　
　
葵

　

私
は
三
年
生
の
こ
ろ
か
ら
、
ア

マ
ゴ
と
い
う
魚
に
つ
い
て
の
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
種
は
渓
流

釣
り
の
対
象
と
し
て
人
気
が
あ
る

魚
で
す
が
、
森
林
伐
採
や
堰
堤
の

建
設
な
ど
に
伴
っ
て
個
体
数
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
そ
の
場

所
に
生
息
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

「
天
然
」
と
呼
ば
れ
る
個
体
群
は

現
在
で
は
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
個
体
群
の
生
活

史
を
明
ら
か
に
し
、
個
体
数
を
増

加
さ
せ
る
た
め
に
日
々
研
究
に
励

ん
で
い
ま
す
。
ア
マ
ゴ
に
個
体
ご

と
の
識
別
を
行
う
こ
と
で
、
成
長

や
河
川
内
で
の
移
動
に
つ
い
て
の

ま
す
が
、
化
学
農
薬
の
使
用
に
よ

る
自
然
界
へ
の
残
留
性
や
農
薬
耐

性
菌
の
出
現
な
ど
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
化
学
農
薬
に

の
み
依
存
し
な
い
防
除
法
の
開
発

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

私
は
、
う
ど
ん
こ
病
菌
に
特
異
的

に
寄
生
す
る
カ
ビ
（
菌
寄
生
菌
）

を
用
い
て
う
ど
ん
こ
病
を
防
除
す

る
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
、
菌
寄
生
菌

を
利
用
し
た
新
た
な
生
物
防
除
資

材
の
開
発
を
行
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
識
不
足
で

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
学
ぶ
意
欲

を
忘
れ
ず
に
研
究
も
プ
ラ
イ
ベ
ー

力
・
探
究
心
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
成
人
病
と
し
て
知
ら

れ
る
緑
内
障
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
緑
内
障
は
、
眼
圧

上
昇
に
よ
り
、
視
野
狭
窄
や
視

覚
機
能
の
低
下
を
引
き
起
こ
す

疾
患
で
す
。
不
可
逆
的
な
疾
患

で
あ
る
た
め
、
早
期
に
治
療
を

行
い
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
未
だ
解

明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く

あ
る
た
め
、
少
し
で
も
今
後
の

治
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、

現
在
は
様
々
な
神
経
細
胞
が
経

時
的
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
す

る
の
か
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
２
年
間
は
、
研

究
だ
け
で
な
く
様
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
な
が
ら
悔
い
の
な
い
よ

う
に
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

年
間
ス
ペ
イ
ン
南
部
ア
ン
ダ
ル
シ

ア
州
カ
デ
ィ
ス
県
の
公
立
大
学
カ

デ
ィ
ス
大
学
に
滞
在
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
、
理
学
部
の
Ｆ
ｒ
ａ

ｎ
ｃ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
A.
Ｍ
ａ
ｃ
í
ａ

ｓ
教
授
の
研
究
室
で
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
室
の
研
究

分
野
は
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
（
他
感
作

用
）
で
す
が
天
然
物
全
般
を
扱
っ

て
い
ま
す
。
研
究
は
、
大
学
周
辺

の
野
生
植
物
の
中
で
繁
殖
力
旺
盛

で
昆
虫
か
ら
の
食
害
の
少
な
い
植

物
を
見
つ
け
、
そ
の
成
分
分
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
面
で
は
、

あ
る
程
度
の
ス
ペ
イ
ン
語
が
必
要

で
、
周
り
の
方
々
に
助
け
て
も
ら

い
な
が
ら
の
生
活
で
す
。
ま
た
、

日
本
と
は
習
慣
や
考
え
方
が
異
な

る
の
で
、
日
本
の
良
い
と
こ
ろ
や

お
か
し
な
所
を
再
発
見
出
来
ま
し

た
。
皆
親
切
で
時
間
が
ゆ
っ
く
り

流
れ
る
感
じ
で
何
事
も
の
ん
び
り

で
す
。
こ
こ
へ
来
て
、
元
々
、
気

の
長
い
自
分
が
さ
ら
に
気
が
長
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

回
、
自
分
自
身
を
見
直
し
、
じ

っ
く
り
と
時
間
を
と
っ
て
実
験
や

デ
ー
タ
解
析
に
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

鶏
は
島
中
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら

れ
ま
す
。
小
学
校
ま
で
の
子
供
の

送
り
迎
え
や
、
日
々
の
ス
ー
パ
ー

へ
の
買
い
物
な
ど
、
日
本
で
は
な

か
な
か
で
き
な
か
っ
た
家
族
サ
ー

ビ
ス
も
で
き
、
充
実
し
た
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
農
学
部
の
皆
さ
ま

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
の
研
究
休
暇
制

度
で
、
２
０
２
４
年
９
月
か
ら
１

大
学
院
生
活
で
の
目
標

環
境
管
理
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

国
際
開
発・環
境
学
研
究
室

野
村
　
し
お
り

大
学
院
生
だ
よ
り

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
博
士
前
期
課
程

動
物
分
子
遺
伝
学
研
究
室

上
村
　
亮
太

米
国
ダ
ラ
ス
で
の
在
外
研
究

生
物
機
能
科
学
科

准
教
授

岡
村
　
大
治

パ
ラ
オ
共
和
国
で
の
在
外
研
究

環
境
管
理
学
科

准
教
授

木
村
　
匡
臣

南
ス
ペ
イ
ン
で
の
研
究
休
暇

応
用
生
命
化
学
科

教
授

森
本
　
正
則

最寄り駅からの研究所と夕焼けの眺め毎日お弁当を食べていたフロアラウンジ
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第
11
回・第
12
回

緑
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
レ
ポ
ー
ト
！

２
０
２
４
年
度

　
　
　
「
す
ぎ
の
こ
会
」報
告

式
」
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、

運
と
ハ
ン
デ
ィ
次
第
で
誰
で
も

上
位
を
狙
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ

り
ま
す
！

　

ち
な
み
に
筆
者
、
毎
回
ブ
ー

ビ
ー
賞
は
そ
ろ
そ
ろ
飽
き
て
き

た
の
で
、
次
こ
そ
は
上
位
入
賞

を
目
指
し
ま
す
。

【
開
催
日
に
つ
い
て
】

春
の
コ
ン
ペ
：
毎
年
３
月
第
１

日
曜
日
に
「
加
茂
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
東
コ
ー
ス
」

秋
の
コ
ン
ペ
：
10
月
第
１
日
曜

日
に
「
京
阪
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
」

【
参
加
者
大
募
集
中
！
】

「
自
分
の
腕
試
し
を
し
た
い
！
」

と
い
う
方
も
、
「
こ
れ
か
ら
ゴ

ル
フ
を
始
め
て
み
た
い
」
と
い

う
方
も
大
歓
迎
！
ご
家
族
・
ご

友
人
と
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

次
回
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
、
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

賞
品
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

腕
自
慢
の
方
は
ス
コ
ア
85
前

後
、
そ
し
て
ブ
ー
ビ
ー
メ
ー
カ

ー
は
１
３
０
前
後
の
ス
コ
ア
。

　

で
も
ご
安
心
を
！
緑
友
会
コ

ン
ペ
で
は
「
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

地
域
の
野
菜
な
ど

を
通
し
て
農
業
・

食
・
環
境
に
触
れ

る
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

農
学
部
祭
は
、

在
学
生
だ
け
で
な

く
、
卒
業
生
の
皆

様
や
地
域
の
方
々

と
本
学
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
大

切
な
機
会
で
す
。

実
行
委
員
会
を
中

心
に
、
学
生
一
人

ひ
と
り
が
力
を
合

わ
せ
て
準
備
を
進

め
て
お
り
、
「
来

て
よ
か
っ
た
」

「
ま
た
来
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
祭
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
10
月
５
日
（
土
）

に
「
第
11
回
」
、
令
和
７
年
３

月
２
日
（
日
）
に
は
「
第
12
回
」

緑
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
秋
の
コ
ン
ペ
は
９

月
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
の
９
月
初
旬
は
と
に
か
く

暑
い
！

　

汗
は
目
に
入
る
し
、
太
陽
は

ギ
ラ
ギ
ラ…

。
シ
ョ
ッ
ト
に
集

中
で
き
な
い
！
と
い
う
声
も
あ

り
、
今
回
は
１
ヶ
月
遅
ら
せ
て
、

10
月
に
開
催
す
る
こ
と
に
。

　

ス
コ
ア
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な

か
っ
た
で
す
が
（
笑
）
、
気
温

も
心
地
よ
く
、
快
適
に
ラ
ウ
ン

ド
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
！

【
気
に
な
る
賞
品
は…

】

　

優
勝
・
２
位
・
３
位
の
方
に

は
、
な
ん
と
近
江
牛
の
ス
テ
ー

キ
or
す
き
焼
き
セ
ッ
ト
！

さ
ら
に
５
位
・
10
位
・
15
位

に
も
、
似
た
よ
う
な
美
味
し
い

出
と
会
計
報
告
、
懇
親
会
で
は

お
世
話
に
な
っ
た
芦
田
先
生
へ

の
花
束
贈
呈
や
ゼ
ミ
旅
行
の
思

い
出
話
な
ど
、
久
々
の
再
会
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
無
事
に

閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

す
ぎ
の
こ
会

　
　
　
　

会
長　

中
井　

精
一

　

２
０
２
４
年
９
月
29
日
（
日
）

11
時
よ
り
、
大
阪
上
本
町
の
シ
ェ

ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
志
摩
の
間
に

て
、
「
す
ぎ
の
こ
会
」
総
会
及

び
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
す
ぎ
の
こ
会
」
は
、
近
畿

大
学
農
学
部
植
物
学
研
究
室
、

資
源
植
物
学
研
究
室
の
全
卒
業

生
を
会
員
と
し
て
い
ま
す
。
１

９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）
か
ら

２
０
０
７
（
平
成
19
年
）
ま
で

の
44
年
間
の
卒
業
生
約
６
０
０

名
は
、
全
員
が
杉
野
守
先
生
、

芦
田
馨
先
生
の
教
え
子
た
ち
で

す
。

　

先
般
の
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
に
な

っ
て
い
た

総
会
及
び

懇
親
会
を

こ
の
度
、

開
催
す
る

こ
と
が
で

き
ま
し

た
。
総
会

で
は
、
新

役
員
の
選

第
15
回
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｎ
会

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
を
終
え
て

　

食
品
栄
養
学
科
の
卒
業
生
に

よ
る
「
第
15
回
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｎ

会
イ
ベ
ン
ト
」
を
令
和
６
年
10

月
12
日
（
土
）
に
近
畿
大
学
農

学
部
つ
な
が
る
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
例
年
と
同

様
に
懇
親
会
を
メ
イ
ン
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
近
隣
だ

け
で
な
く
、
遠
方
か
ら
も
多
く

の
方
に
参
加
い
た
だ
け
ま
し

た
。
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
最
初

に
近
況
報
告
等

の
自
己
紹
介
を

行
い
、
そ
の

後
、
自
由
に

交
流
を
深
め
る

時
間
を
設
け
ま

し
た
。
管
理
栄

養
士
と
し
て
情

報
交
換
を
し
た

り
、
子
育
て
や

転
職
に
つ
い
て

恩
師
や
先
輩
に

相
談
し
た
り
と

交
流
が
深
ま
っ

て
い
る
様
子
が

見
て
取
れ
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
お
集
ま
り
い
た

だ
い
た
先
生
方
、
卒
業
生
の
み

な
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
Ｋ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
Ａ
Ｎ
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
各
期
の
運
営
委
員
よ
り

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た

「
農
学
部
祭
」
の
季
節
が
今

年
も
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
農
学
部
祭
は
、
２

０
２
５
年
11
月
１
日
（
土
）

か
ら
11
月
３
日
（
月
・
祝
）

ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

初
日
の
11
月
１
日
（
土
）
は
、

学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画

・
運
営
す
る
体
育
祭
を
、
続

く
２
日
（
日
）
と
３
日
（
月

・
祝
）
に
は
、
一
般
の
皆
様

に
も
広
く
ご
来
場
い
た
だ
け

る
農
学
部
祭
本
祭
を
開
催
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が
に
ぎ
わ

い
と
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

例
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
大
型
ス
テ
ー
ジ
企
画

で
は
、
今
年
も
お
笑
い
芸
人

に
よ
る
漫
才
や
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ラ
イ
ブ
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
学
生
団
体
に
よ
る
音

楽
ラ
イ
ブ
も
登
場
し
、
キ
ャ

ン
パ
ス
に
笑
顔
と
音
楽
が
響

き
渡
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
内
各
所
を
め

ぐ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ビ

ン
ゴ
大
会
や
、
ゲ
ー
ム
形
式

で
盛
り
上
が
る
ｅｰ

ｓ
ｐ
ｏ
ｒ

ｔ
ｓ
大
会
な
ど
、
お
子
さ
ま

か
ら
大
人
の
方
ま
で
毎
年
多

く
の
笑
顔
が
集
ま
る
人
気
企

画
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
も

豪
華
景
品
を
ご
用
意
す
る
予

定
で
す
。

　

各
研
究
室
・
サ
ー
ク
ル
・

部
活
動
に
よ
る
展
示
や
模
擬

店
も
多
数
出
展
予
定
で
、
農

学
部
な
ら
で
は
の
学
び
や
研

究
を
楽
し
く
体
感
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
奈
良
県
内
の
一
部

市
町
村
に
よ
る
出
店
を
含
む

収
穫
祭
も
同
時
開
催
予
定
。

令和６年度 近畿大学農学部緑友会活動報告
月　日 
4 月 9 日
5 月14日

6 月 8 日

9 月10日
10月 5 日
12月10日
令和 7年
2月 7日
3月 2日
3月 7日
3月19日

　　項　　　　　　　目
 運営委員会
 終身会費納付書発送
 幹事会
　1）令和５年度事業報告
　2）令和５年度決算報告
　3）令和６年度事業計画（案）
　4）令和６年度予算（案）
　5）その他
 会報第29号会員へ発送
 緑友会ゴルフコンペ
 終身会費納付書２回目発送

終身会費未納者を６学科に通知
 緑友会ゴルフコンペ
 委員会
 緑友会賞 授与

場　　所
第一会議室

第一会議室

京阪カントリークラブ

加茂カントリークラブ
C会議室

令和６年度 近畿大学農学部緑友会決算

前年度繰越金
終身会費（遅延3名分）
終身会費
広告掲載料
同窓会活動助成金
（２回×50,000円）
校友会同窓会費 立替
寄 付 金
利　　息

合　　計

　会計幹事　武田　　徹　　会計幹事　永田　恵里奈
上記のとおり、監査いたしました結果適正であります。
　　2025年3月31日
　　　　　　　　　　　　　　　　監　事　　小林　　徹
　　　　　　　　　　　　　　　　監　事　　谷　　哲弥

郵 便 費
印刷複写費
会議会合費
人 件 費
緑友会賞
雑　　費
近畿大学創立100周年募金
校友会同窓会費 立替
支出の部計
次年度繰越金
合　　計

6,147,950
30,000

3,310,000
60,000
100,000

156,730
15,000
2,651

9,822,331

1,350,057
1,424,656
51,340
931,095
140,000
98,374
500,000
156,730
4,652,252
5,170,079
9,822,331

収  入  の  部 支  出  の  部

＜卒業者部会＞ （単位：円）




